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漢

　

唐

　

一

　

里

　

の

　

長

　

さ

　

桑
原
博
士
の
「
張
驀
の
遠
征
」
（
東
西
交
通
史
論
叢
所
収
）
に

漢
と
唐
の
Ｉ
里
に
さ
し
た
る
差
違
な
き
こ
と
を
瞭
明
さ
れ
た

後
、
漢
唐
一
里
の
長
さ
に
就
い
て

　

グ
ル
ナ
ー
ル
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
地
方
の
賓
際
と
照
し
て
、
漢

　

時
代
の
一
里
を
四
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
換
算
し
、
ヘ
ル
マ
ン
は

　

漢
書
西
域
傅
に
見
え
た
る
西
域
諸
國
の
距
離
と
現
時
の
距
離

　

と
を
對
比
し
て
、
漢
書
の
一
里
を
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
常
て

　

た
り
。
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
は
主
と
し
て
玄
奘
の
紀
行
を
基

　

礎
と
し
て
、
玄
奘
の
二
百
五
十
里
は
赤
道
一
度
に
相
営
す
と

　

主
張
せ
り
。
之
に
よ
れ
ば
玄
奘
の
二
里
は
約
四
四
〇
メ
ー
ト

　

ル
と
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
の
材
料
は
不

　

十
分
の
鮎
あ
れ
ば
、
漢
唐
時
代
の
記
録
を
對
比
し
て
研
究
せ

　

ば
、
唐
の
里
長
は
今
少
し
く
短
縮
す
る
な
ら
ん
。

と
説
か
れ
た
。
（
同
書
九
〇
賀
）

　

桑
原
博
士
が
グ
ル
ナ
ー
ル
、

森

鹿

一

一

一

ヘ
ル
マ
ヱ
説
に
傾
か
れ
る
の
に
對
し
藤
田
元
春
氏
は
「
尺
度
綜

考
」
（
一
二
〇
頁
）
に
於
て

　
　
　
　

。

　

桑
原
博
士
の
説
は
な
ぜ
短
縮
す
る
か
と
の
確
定
的
反
駁
で
は

　

な
い
。
グ
ル
ナ
ー
ル
や
ヘ
ル
マ
ン
な
ど
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン

　

以
外
の
支
那
學
者
の
説
を
見
ら
れ
、
四
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
Ｉ

　

里
を
少
し
く
長
い
だ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
ら
し

　

い
。
し
か
し
周
尺
八
寸
百
八
十
丈
一
里
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か

　

ら
計
算
す
れ
ば
四
三
六
こ
ｙ
Ｉ
ト
ル
と
な
る
か
ら
、
リ
氏

　

の
説
を
過
長
だ
と
一
漑
に
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思

　

ふ
。

と
て
リ
氏
説
を
支
持
さ
れ
た
。
桑
原
博
士
は
漢
唐
一
里
の
長
さ

何
程
な
る
か
の
賓
際
問
題
に
就
き
未
だ
親
し
く
研
究
せ
し
こ
と
’

な
し
と
言
つ
て
ゐ
ら
れ
る
が
、
藤
田
氏
は
里
’
程
の
基
礎
と
な
る

・
尺
度
の
研
究
か
ら
出
狸
さ
れ
て
ゐ
る
だ
け
に
、
そ
の
脆
に
ぼ
傾
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罷
す
べ
き
所
が
多
い
。
前
掲
の
文
中
に
も
周
尺
八
寸
百
八
十
丈

一
里
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
あ
っ
て
、
ま
づ
周
尺
を
我
が
曲
尺
の

八
寸
（
二
四
一
丁
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
と
決
定
し
、
そ
の
千
八
百

倍
の
一
里
拉
四
三
六
こ
ニ
メ
ー
ト
ル
、
従
っ
て
リ
氏
説
を
否
定

す
べ
き
で
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
た
る
・
こ
の
周
尺
は
藤
田
氏

の
尺
度
表
で
は
第
二
類
に
鳥
し
、
隋
書
律
歴
志
で
は
王
莽
の
時

劉
歌
の
作
っ
た
鎔
解
尺
、
後
漢
建
武
銅
尺
、
音
素
始
十
年
に
菊

昂
が
作
っ
た
晋
前
尺
な
ど
が
之
に
包
括
さ
れ
る
。
而
し
て
晋
前

尺
を
作
る
時
、
論
定
に
供
し
た
古
器
七
品
の
中
に
は
銅
解
や
古

競
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
此
等
古
尺
の
遺
品
の
な
い
時
は
銀
斟
・

古
銭
等
か
ら
周
尺
の
賓
長
は
逆
算
し
得
る
の
で
あ
る
。

　

今
こ
の
雨
者
を
手
が
ｘ
り
に
し
て
周
尺
の
賓
長
が
、
藤
田
氏

説
の
如
く
果
し
て
八
寸
な
り
や
否
や
を
吟
味
し
よ
う
。
馬
衡
氏

の
「
新
嘉
量
放
憚
」
（
北
乎
故
宮
博
物
院
年
刊
所
収
）
附
録
に
よ

る
と
、
こ
の
王
莽
の
時
の
銀
鮒
か
ら
算
出
し
た
一
尺
は
二
三
一

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
弱
で
あ
る
。
一
方
古
銭
に
就
い
て
は
藤
田
亮
策

氏
の
「
楽
浪
封
泥
放
」
（
小
田
先
生
頌
壽
記
念
朝
鮮
論
集
所
収
）
に

　

王
莽
の
時
に
瘤
造
し
た
「
貨
泉
」
は
径
一
寸
と
定
め
ら
れ
て

　

あ
り
、
楽
浪
肢
土
の
好
良
の
も
の
を
計
測
す
る
に
直
径
二
三

　

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
し
て
殆
ど
出
入
が
な
い
。

と
述
べ
ら
れ
・
て
ゐ
る
。
こ
の
嘉
量
と
貨
泉
の
計
測
よ
り
得
た
結
。

果
に
よ
れ
ば
周
尺
の
賓
長
は
我
が
曲
尺
の
七
寸
六
分
に
営
名
。

（
二
三
〇
一
と
せ
ば
七
寸
五
分
九
厘
、
二
三
二
と
せ
ば
七
寸
ぶ

分
二
厘
三
毛
）
藤
田
氏
の
周
尺
八
寸
と
四
分
の
差
が
あ
る
。
一

尺
に
於
て
は
僅
か
に
四
分
の
差
で
は
あ
る
が
、
そ
の
千
八
百
倍

の
一
里
で
は
七
１
　
二
尺
帥
ち
二
Ｉ
・
八
メ
ー
ト
ル
強
の
差
と
な

り
、
藤
田
氏
の
周
尺
八
寸
と
し
て
算
出
さ
れ
た
一
里
の
官
長
四

三
六
こ
ヌ
ー
ド
ル
よ
り
二
丁
八
メ
ー
ト
ル
短
い
四
一
四
・

五
メ
ー
ト
ル
、
と
な
る
。
か
ぐ
て
桑
原
博
士
の
如
く
グ
ル
？
Ｉ
ル

な
ど
の
説
に
加
搭
し
た
く
な
り
、
藤
田
氏
の
支
持
す
る
リ
氏
説

は
や
は
り
過
長
と
い
は
ざ
る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
。

　

以
上
は
嘉
量
や
貨
泉
か
ら
間
接
に
周
尺
の
。
賓
長
を
考
へ
た
の

で
あ
る
が
、
次
に
古
尺
の
遺
品
は
如
何
と
い
ふ
に
、
ス
タ
イ
ン

が
長
城
の
酉
の
堡
畢
の
中
か
ら
得
た
賓
長
九
吋
の
支
那
尺
が
あ

る
。
即
ち
我
が
曲
尺
の
七
寸
五
分
四
厘
鯨
に
営
る
。
他
の
遺
晶

に
比
し
て
最
も
確
賓
な
も
の
で
あ
る
。
藤
田
氏
も
前
掲
書
三
一

頁
に
指
摘
さ
れ
乍
ら
、
之
を
し
も
八
寸
に
近
い
と
い
ふ
の
み
で

そ
の
賓
長
を
考
慮
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
私
な
ら
ば
む
し
ろ
七
寸
六

分
に
近
い
こ
’
と
を
問
題
に
し
た
い
。
藤
田
氏
の
周
尺
八
寸
説
は

そ
の
標
準
尺
で
あ
る
晋
前
尺
の
長
さ
を
藤
貞
幹
の
好
古
日
録
に
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「
曲
尺
ノ
八
寸
許
ナ
リ
」
と
記
す
の
に
依
嫁
さ
れ
た
や
う
で
あ

る
。
（
前
掲
書
九
四
頁
）
し
か
ら
ば
こ
の
好
古
日
録
の
記
事
に
對

し
、
既
に
百
年
前
に
そ
の
誤
謬
を
指
摘
し
て
ゐ
る
人
の
あ
『
る
こ

と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
齢
林
叢
１
　
所
収
好
古
日
録

の
欄
外
に
「
周
尺
八
曲
尺
ノ
七
寸
六
分
こ

そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
頭
注
を
記
し
た
の
は
、
か
の
本
朝
度
量
腹

衡
考
を
撰
し
た
狩
谷
校
章
そ
の
人
で
あ
る
。
按
察
が
周
尺
七
寸

六
分
と
喝
破
し
た
の
は
、
決
し
て
放
言
で
は
な
い
。
。
本
朝
度
量
・

緩
衝
考
附
録
上
之
上
、
１
　
前
尺
の
條
に

　

此
尺
後
世
傅
で
フ
ズ
、
其
故
ヘ
シ
古
器
｀
今
知
ル
ベ
カ
ラ
ザ

　

レ
ド
ー
王
莽
が
鎔
解
ト
銭
ト
エ
ヨ
リ
タ
レ
バ
、
其
長
サ
曲

　

尺
七
寸
六
分
ナ
ル
ｎ
ト
知
ル
ベ
シ

と
あ
る
の
か
ら
推
し
て
も
、
そ
の
用
意
の
尋
常
な
ら
ぬ
周
到
さ
゛

が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。
上
述
の
馬
・
膝
田
爾
氏
の
論
考
に
見

え
る
嘉
量
・
貨
泉
の
計
測
を
百
年
前
の
昔
に
行
っ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
・
従
っ
て
そ
の
結
巣
が
一
致
す
る
の
は
富
然
の
明
合
で
あ

る
。
校
粛
の
親
友
松
崎
僚
堂
も
周
尺
の
曲
尺
七
寸
六
分
な
る
こ

と
を
、
そ
の
尺
準
考
（
巻
一
周
尺
考
）
或
は
僚
堂
日
歴
（
天
保
九
・

十
・
１
　
四
）
に
’
於
て
述
。
べ
て
ゐ
る
。
識
堂
が
植
章
の
本
朝
度
量

緩
衡
考
を
見
た
こ
と
は
日
歴
（
文
政
十
万
二
・
八
）
の
左
の
記

事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

　

核
斎
米
、
示
其
度
量
考
、
極
精
、
對
讃
。

し
か
し
尺
準
考
の
成
っ
た
の
は
文
政
四
年
で
あ
る
か
ら
狽
立
に

向
じ
結
論
に
達
し
た
も
の
ら
し
い
。
近
頃
で
は
足
立
喜
六
氏
も

同
じ
方
法
で
同
じ
結
論
を
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
（
長
安
史
蹟
の
研

究
二
七
頁
以
下
）

　

以
上
は
漢
と
唐
の
Ｉ
里
に
さ
し
た
る
差
違
な
し
と
い
ふ
桑
原

博
士
の
説
を
前
提
に
し
て
、
周
尺
の
賓
長
か
ら
一
里
の
長
さ
を

算
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
長
さ
は
漢
里
叫
は
爰
営
す
る
と
し

て
も
唐
里
に
於
て
は
如
何
で
あ
ら
う
か
。
一
服
に
沢
度
は
掩
斎

の
夙
に
論
誼
し
た
如
く
組
長
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
尺
を
基

準
に
し
た
里
程
に
於
て
も
１
　
く
な
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
唐

尺
に
就
て
被
斎
は
法
隆
寺
所
蔵
の
尺
八
を
計
測
し
て
そ
の
一
尺

は
曲
尺
八
寸
○
八
厘
三
毛
三
絲
三
忽
不
轟
に
営
る
と
言
ふ
。
此

は
唐
の
小
尺
で
、
大
尺
は
そ
０
　
一
尺
二
寸
で
あ
る
か
ら
、
曲
尺

の
九
寸
七
分
に
営
る
。
校
斎
の
こ
の
説
に
従
っ
て
唐
の
一
里
の

長
さ
を
算
出
す
る
に
、
小
尺
な
れ
ば
珀
尺
の
千
四
百
・
五
１
　
六
尺

ぺ
四
四
一
メ
ー
ト
ル
）
、
大
尺
な
れ
ば
曲
尺
の
千
七
百
四
十
六
尺

（
五
二
九
メ
ー
ト
ル
）
と
な
る
。
茲
に
小
尺
と
は
周
尺
の
こ
と
で

あ
る
が
、
漢
よ
り
唐
の
間
に
朕
に
四
分
誂
長
し
て
ゐ
る
の
で
あ
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る
・
叉
大
尺
は
三
分
誂
長
し
ｔ
我
國
現
在
の
曲
尺
に
良
忿
象

で
あ
る
。

　

顧
る
に
一
里
四
四
｀
一
メ
ー
ト
ル
と
言
へ
ば
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ

ン
の
説
に
合
致
す
る
で
は
な
い
か
。
さ
き
に
リ
氏
の
説
は
や
は

り
過
長
と
い
は
ざ
る
を
得
な
い
と
言
っ
て
置
い
た
が
、
唐
の
一

里
（
小
程
）
と
し
て
は
決
し
て
過
長
と
は
い
へ
な
い
。
む
し
ろ
爰

富
な
数
に
な
っ
て
来
る
。
し
か
も
そ
の
根
球
が
唐
人
玄
奘
の
紀

行
で
あ
る
と
言
へ
ば
愈
々
ぞ
の
説
は
確
宦
さ
を
堵
す
の
で
あ
る
。

。
リ
氏
の
材
料
に
不
十
分
の
勘
あ
り
と
し
て
も
、
唐
の
小
程
四
四

○
メ
ー
ト
ル
と
い
ふ
事
は
’
一
息
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
’
一
尺
で
四

分
怪
の
説
長
は
一
里
に
於
て
八
十
八
尺
（
二
六
・
六
六
メ
ー
1
　
1
　

ル
）
長
く
な
っ
た
の
で
あ
。
る
。
か
く
て
漢
と
唐
の
Ｉ
里
に
さ
し

、
た
る
差
違
は
な
い
が
、
グ
ル
ナ
ー
ル
の
四
二
〇
メ
ー
ト
ル
は
漢

里
に
近
く
、
リ
氏
の
四
四
〇
メ
ー
ト
ル
は
唐
里
に
近
い
の
で
あ

っ
て
、
僅
か
で
は
あ
る
が
差
違
が
あ
る
の
で
あ
る
。
グ
氏
は
漢

代
の
一
里
を
對
象
に
し
、
リ
氏
は
玄
奘
の
紀
行
に
よ
っ
て
唐
代

の
一
里
を
述
べ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
勤
れ
が
是
、
我
れ
が
非
Ａ
)

＄
ふ
筋
合
の
も
の
で
は
な
く
、
漢
よ
り
唐
に
至
る
間
に
里
程
が

脱
長
し
た
た
め
に
差
違
が
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、
、
む
し
ろ
所
説

共
に
首
肯
す
る
に
足
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　

唐
尺
に
開
し
て
は
徳
川
時
代
以
来
議
論
が
あ
っ
て
、
・
そ
の
大

尺
を
校
斎
の
如
く
九
寸
七
分
と
す
る
も
の
Ｘ
外
、
曲
尺
と
同
じ

と
し
又
は
九
寸
八
分
弱
と
す
る
説
が
あ
る
。
近
頃
で
も
開
野
博

士
は
後
者
を
探
り
（
千
城
考
。
及
大
内
裏
考
二
二
頁
）
足
立
氏
は
前

者
に
具
さ
る
。
（
前
掲
１
　
三
〇
頁
以
下
）
こ
の
雨
説
に
對
し
て
校

凛
収
本
朝
度
考
中
に
詳
し
く
批
判
し
て
ゐ
る
か
ら
茲
に
は
論
及

し
な
い
。
足
立
氏
は
大
尺
を
曲
尺
の
一
尺
と
し
て
、
唐
里
は
大

程
が
曲
尺
の
千
八
百
尺
、
‘
小
程
が
曲
尺
の
千
四
百
九
十
九
尺
四

寸
と
す
る
。
校
斎
の
考
澄
よ
り
算
出
し
た
里
程
と
は
五
十
尺
前

後
の
差
が
あ
る
が
・
小
程
は
大
約
わ
が
四
町
に
、
大
程
は
五
町

に
相
常
す
る
と
い
ひ
う
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
大
程
は
長
安
、

洛
陽
南
京
の
城
坊
に
適
用
さ
れ
た
の
み
で
、
一
般
に
は
な
ほ
漢

里
の
貌
長
し
た
小
程
が
用
ひ
ら
れ
た
。
唐
末
か
ら
末
代
に
至
っ

て
漸
く
一
般
に
大
程
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
（
足
立
氏
前
掲

書
四
九
頁
）

　

漢
唐
一
里
の
賢
１
　
に
就
い
て
は
尚
考
慮
す
べ
き
事
が
少
く
た

い
・
今
は
若
干
の
前
提
の
上
に
立
っ
て
、
段
落
付
け
た
の
み
で

決
し
て
結
末
し
か
の
で
は
な
い
。
具
膿
的
な
事
例
に
よ
る
検
討

は
他
日
を
期
し
た
い
。
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